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は
じ
め
に

京
都
・
東
寺
に
伝
わ
る
国
宝
『
真
言
七
祖
像
』
は
、
空
海
が
唐
よ
り
請
来
し

た
金
剛
智
、
善
無
畏
、
一
行
、
不
空
、
恵
果
の
五
祖
像
（
以
下
、
請
来
像
と
す

る
）
と
、
そ
の
後
日
本
で
制
作
さ
れ
た
龍
猛
、
龍
智
像
か
ら
な
る
。
請
来
像
は

延
暦
二
四
年
（
八
〇
五
）
に
恵
果
の
指
示
の
も
と
李
真
ら
に
よ
っ
て
制
作
さ

れ一

、
龍
猛
、
龍
智
像
は
弘
仁
十
二
年
（
八
二
一
）
に
両
界
曼
荼
羅
等
と
と
も

に
新
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
る二

。

請
来
像
と
龍
猛
・
龍
智
像
の
制
作
時
期
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
画
風
の
上
か

ら
も
矛
盾
し
な
い
と
み
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
空
海
筆
と
さ
れ
る
各
像
の
名

号
及
び
行
状
文
に
つ
い
て
は
、
そ
の
筆
者
や
執
筆
時
期
に
関
し
て
諸
説
が
あ
り
、

未
だ
決
着
を
み
て
い
な
い
。

本
稿
で
は
、
各
像
の
書
風
を
子
細
に
考
察
し
、
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
、
名

号
、
行
状
文
の
一
部
が
嵯
峨
天
皇
の
筆
で
あ
る
と
す
る
諸
説三

を
勘
案
し
つ
つ
、

改
め
て
筆
者
、
及
び
執
筆
時
期
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

一
、
先
行
研
究

１
、
基
本
情
報

『
真
言
七
祖
像
』
全
七
幅
（
図
①
）
は
、
絹
本
着
色
で
法
量
は
大
方
縦

二
一
一
㎝
か
ら
横
一
五
〇
㎝
前
後
で
あ
る
。
各
画
面
に
は
、
牀
座
に
座
る
祖
師

の
左
右
に
、
龍
猛
、
龍
智
、
金
剛
智
、
善
無
畏
、
不
空
像
に
は
飛
白
体
で
梵
号
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と
漢
名
が
、
一
行
、
恵
果
像
に
は
行
書
で
漢
名
が
書
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
下
方
に

は
行
状
文
が
あ
る
。

絵
絹
は
縦
に
三
枚
並
べ
て
継
い
だ
も
の
で
あ
り
、
龍
猛
、
龍
智
像
は
行
状
文

部
分
を
含
め
一
続
き
と
な
っ
て
い
る
が
、
請
来
像
の
行
状
文
部
分
は
絵
絹
と
は

別
の
平
織
り
の
絹
が
継
ぎ
足
さ
れ
て
い
る四

。

一
行
、
善
無
畏
像
の
行
状
文
末
尾
に
は
「
弘
仁
十
二
年
」
の
年
記
が
記
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
記
述
は
『
真
言
付
法
伝
』五

と
も
一
致
し
て
い
る
た
め
、
元
は
そ

れ
ぞ
れ
本
書
と
同
様
に
「
弘
仁
十
二
年
九
月
六
日
書
」、「
弘
仁
十
二
年
九
月
七

日
」
と
書
か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
九
月
七
日
に
両
部
の
大
曼

荼
羅
と
共
に
供
養
さ
れ
た六

、
龍
猛
、
龍
智
像
と
の
関
連
が
み
と
め
ら
れ
、
通

説
で
は
請
来
像
の
行
状
文
は
こ
の
時
に
付
け
加
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

真
言
七
祖
像
に
つ
い
て
は
、
本
作
が
現
存
す
る
最
も
古
い
作
例
で
あ
る
。
請

来
像
の
時
点
で
は
、『
請
来
目
録
』
に
「
伝
法
阿
闍
梨
等
影
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
、
目
録
上
の
配
列
も
一
行
が
恵
果
の
後
に
位
置
し
て
い
る
点
な
ど
か
ら
、

祖
師
の
系
譜
と
し
て
の
意
味
を
ど
の
程
度
有
し
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、

両
部
の
祖
師
像
の
連
作
で
あ
る
以
上
、
恵
果
の
意
向
が
強
く
反
映
さ
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
指
摘
さ
れ
て
い
る七

。
弘
仁
十
二
年
、
空
海
は
そ
こ
に
金

剛
智
以
前
の
二
祖
師
龍
猛
、
龍
智
を
加
え
、
空
海
の
考
え
る
真
言
祖
師
の
系
譜

が
七
祖
像
と
し
て
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

２
、
名
号
、
行
状
文
に
関
す
る
先
行
研
究
と
問
題
点

は
じ
め
に
、
名
号
、
行
状
文
に
関
す
る
研
究
史
の
概
略
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
に
瀧
精
一
氏
が
龍
猛
、
龍
智
、
善
無
畏
像
を

昌
泰
年
間
（
八
九
八
～
九
〇
一
）
の
作
か
と
指
摘
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
る八

。

以
来
、
内
藤
乾
吉
氏九

、
飯
島
春
敬
氏一
〇

な
ど
、
書
風
の
相
違
か
ら
一
部
は
別
筆

で
あ
る
と
す
る
説
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
中
田
勇
次
郎
氏一
一

、
飯
島

太
千
雄
氏一
二

が
空
海
の
他
の
書
と
の
同
一
文
字
の
比
較
に
よ
っ
て
、
い
ず
れ
も

空
海
の
真
筆
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
、
再
び
空
海
の
真
筆
説
が
指
示
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
そ
し
て
近
年
、
西
本
昌
弘
氏一
三

が
不
空
、
恵
果
像
は
空
海
の
筆
で

あ
る
が
、
龍
猛
、
龍
智
、
一
行
、
善
無
畏
像
の
行
状
文
と
龍
猛
、
龍
智
像
の
名

号
は
嵯
峨
天
皇
が
新
書
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
説
を
示
さ
れ
て
以
降
、
一
部

嵯
峨
天
皇
筆
説
が
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
制
作
背
景
に
つ
い
て
も

改
め
て
深
く
言
及
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
た
、
本
作
品
の
全
体
像
に
関
わ
る
重
要
な
問
題

点
は
、
次
の
三
点
で
あ
る
。

①
、�

各
像
の
行
状
文
の
書
風
が
異
な
る
こ
と
を
ど
う
解
釈
す
る
の
か
。
先
行
研

究
で
は
、
書
風
の
相
違
が
真
筆
か
否
か
の
判
断
点
と
な
っ
て
き
た
。
空
海

筆
と
さ
れ
る
書
に
は
多
様
な
書
風
が
み
ら
れ
、
空
海
一
人
の
書
表
現
の
範

囲
と
捉
え
て
も
問
題
は
な
い
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
指
摘
さ
れ
て
き
た

通
り
で
あ
る
。
果
た
し
て
、
行
状
文
は
一
人
の
筆
者
に
よ
る
も
の
と
し
て

矛
盾
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
同
一
筆
者
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
書

写
時
期
の
差
は
認
め
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
、
ど
う
し
て
筆
者
は
各
像
の
書

風
を
書
き
換
え
る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

②
、�

請
来
像
の
行
状
文
は
い
つ
制
作
さ
れ
た
の
か
。
ど
う
し
て
付
け
加
え
る
必

2
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金剛智 善無畏 不空 

一行 恵果 

龍猛 龍智 

図① 国宝『真言七祖像』 平安時代（９世紀） 京都・東寺所蔵 
図① 国宝 『真言七祖像』 平安時代 （９世紀） 京都・東寺 所蔵
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要
が
あ
っ
た
の
か
。
前
述
の
通
り
、
単
純
に
解
釈
す
れ
ば
、
弘
仁
十
二
年

に
龍
猛
、
龍
智
像
を
増
補
し
た
と
き
、
請
来
像
の
行
状
文
は
書
き
換
え
ら

れ
た
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
西
本
説
で
は
、
空
海
筆
と
す
る
不
空
、

恵
果
像
の
行
状
文
は
在
唐
中
に
書
か
れ
た
も
の
と
し
て
い
る
が
、
書
風
上
、

そ
の
見
解
に
矛
盾
が
な
い
か
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
請
来
像
の
行
状
文

の
制
作
時
期
と
付
け
加
え
ら
れ
た
背
景
は
、
空
海
が
『
真
言
七
祖
像
』
を

制
作
し
た
理
由
に
直
結
す
る
重
要
な
問
題
点
と
な
る
。

③
、�

も
し
、
嵯
峨
天
皇
が
『
真
言
七
祖
像
』
の
制
作
に
関
わ
り
、
自
ら
筆
を

持
っ
て
揮
毫
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ど
う
い
っ
た
意
味
を
持
つ
の
か
。

こ
れ
に
つ
い
て
も
、
②
と
同
様
、
制
作
背
景
を
考
え
る
上
で
看
過
で
き
な

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

で
は
、
以
上
の
問
題
点
を
頭
の
片
隅
に
置
き
な
が
ら
、
あ
ら
た
め
て
先
行
研

究
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
大
筋
と
な
る
研
究
は
、
名
号
・
行
状
文
の
全
て
を

空
海
筆
と
み
た
飯
島
太
千
雄
氏
の
説
と
、
一
部
嵯
峨
天
皇
筆
を
指
摘
し
た
西
本

昌
弘
氏
の
説
で
あ
る
。
両
説
は
相
対
し
て
い
る
が
、
前
者
は
書
道
史
の
側
か
ら
、

後
者
は
歴
史
（
資
料
解
釈
）
の
側
か
ら
の
考
証
を
主
と
し
て
い
る
た
め
、
両
説

が
共
に
検
証
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
西
本
説
に
立
脚
し
、
嵯
峨

天
皇
の
関
与
は
認
め
な
が
ら
も
、
実
際
に
揮
毫
し
た
部
分
に
つ
い
て
再
検
討
を

加
え
た
の
が
阿
部
龍
一
氏
で
あ
る
。
で
は
、
以
上
の
三
つ
の
説
の
概
要
と
問
題

点
を
検
証
し
て
い
き
た
い
。

（
１
）
飯
島
太
千
雄
説

延
暦
二
四
年
、
唐
・
長
安
で
恵
果
か
ら
賜
っ
た
請
来
像
に
空
海
は
名
号
を
揮

毫
し
た
。
帰
国
後
、
弘
仁
十
二
年
に
龍
猛
、
龍
智
像
を
増
補
し
、
名
号
を
揮
毫

す
る
と
共
に
、
各
像
に
行
状
文
を
付
し
た
。
つ
ま
り
、
す
べ
て
が
空
海
の
筆
で

あ
り
、
請
来
像
の
名
号
以
外
は
弘
仁
十
二
年
頃
に
書
か
れ
た
も
の
と
し
て
い
る
。

名
号
は
、
請
来
像
と
龍
猛
、
龍
智
像
の
書
風
の
違
い
か
ら
揮
毫
時
期
の
違
い
が

窺
え
る
が
、
行
状
文
の
書
風
の
相
違
に
つ
い
て
は
空
海
の
書
表
現
の
範
疇
と
解

釈
す
る
。
中
田
氏
も
同
様
の
見
解
と
な
っ
て
い
る一
四

。

飯
島
氏
は
空
海
の
書
の
専
門
家
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
ほ
ど
、
数
々
の

空
海
書
に
つ
い
て
研
究
さ
れ
て
き
た
方
で
あ
る
。
特
に
同
一
文
字
の
比
較
に

よ
っ
て
、
空
海
の
真
筆
か
否
か
を
検
討
し
た
論
考
は
数
多
い
。
飯
島
氏
は
『
真

言
七
祖
像
』
の
名
号
、
行
状
文
の
各
像
の
書
風
の
違
い
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら

も
、
す
べ
て
他
の
空
海
書
と
共
通
す
る
点
が
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
た

だ
し
、
こ
こ
で
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
は
、
そ
こ
で
立
証
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
必
ず
し
も
空
海
筆
で
あ
る
こ
と
で
は
な
く
、
空
海
風
の
字
形
で
あ
る
と

い
う
点
に
留
ま
る
こ
と
で
あ
る
。
文
字
資
料
に
対
し
て
同
一
筆
者
と
す
る
判
断

基
準
は
状
況
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
く
る
が
、
と
り
わ
け
空
海
に
つ
い
て
は
そ
の

基
準
を
厳
し
く
み
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
空
海
の
書
風
は
伝
高
枝
王
『
河
嶽
英

霊
集
断
簡
』
な
ど
現
存
例
こ
そ
は
限
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
当
時
空
海
の
周
辺

で
は
、
一
部
で
色
濃
く
受
容
さ
れ
て
い
た
と
想
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る一
五

。
そ

し
て
、
そ
の
書
風
は
弘
法
大
師
信
仰
と
共
に
後
世
ま
で
時
代
の
所
々
で
受
け
継

が
れ
て
き
た
。
よ
っ
て
、
現
在
空
海
筆
と
さ
れ
る
書
跡
の
な
か
に
は
、
空
海
風

4
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の
書
法
を
手
中
に
修
め
た
別
の
人
物
に
よ
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
十
分
に
考

え
ら
れ
、
研
究
者
に
よ
っ
て
見
解
の
分
か
れ
る
作
品
も
多
い
の
で
あ
る
。

『
真
言
七
祖
像
』
の
行
状
文
は
、
歪
み
や
剥
落
が
激
し
く
、
細
か
い
筆
致
ま

で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
現
存
部
分
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
比
較
で
き
る
字
例
も
十
分
で
は
な
い
。
よ
っ
て
、
行
状
文
の
書
に
つ
い
て

は
、
ど
れ
だ
け
空
海
の
書
と
の
共
通
点
を
挙
げ
て
も
、
空
海
筆
と
断
定
す
る
に

至
る
ま
で
の
確
証
は
得
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
後
に
指
摘
す
る
よ
う

に
、
請
来
像
の
名
号
に
つ
い
て
は
か
な
り
信
憑
性
の
高
い
例
を
示
さ
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
飯
島
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
請
来
像
の

名
号
は
空
海
筆
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
、
行
状
文
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て

に
空
海
風
の
字
形
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
そ
の
う
え
で
、

当
時
、
恵
果
か
ら
賜
り
請
来
し
た
祖
師
像
に
讃
文
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
た
人

物
と
い
う
前
提
に
立
て
ば
、
や
は
り
空
海
筆
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
妥
当
で

あ
ろ
う
と
い
う
一
旦
の
結
論
に
至
る
の
で
あ
る
。

以
上
を
踏
ま
え
た
上
で
、
も
う
一
人
筆
者
で
あ
る
可
能
性
が
浮
上
し
た
人
物

が
、
嵯
峨
天
皇
で
あ
る
。

（
２
）
西
本
昌
弘
説

西
本
説
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
延
暦
二
四
年
に
恵
果
か
ら
請
来
像
を
賜
っ

た
と
き
、
空
海
は
名
号
と
行
状
文
（
す
べ
て
、
又
は
一
部
）
を
揮
毫
し
た
。
弘

仁
十
二
年
、
龍
猛
、
龍
智
像
を
増
補
し
た
際
、
空
海
は
嵯
峨
天
皇
に
請
来
像
の

修
復
と
揮
毫
を
願
い
出
た
。
嵯
峨
天
皇
は
そ
れ
に
応
じ
、（
劣
化
の
激
し
か
っ

た
）
善
無
畏
、
一
行
像
の
行
状
文
と
新
造
し
た
龍
猛
、
龍
智
像
の
名
号
、
行
状

文
を
揮
毫
し
た
と
い
う
説
で
あ
る
。

西
本
氏
の
論
で
要
と
な
っ
て
い
る
の
は
、『
高
野
雑
筆
集
』
に
あ
る
空
海
の

左
大
将
相
公
、
藤
原
冬
嗣
宛
て
の
書
状
の
再
検
討
で
あ
る
。
以
下
に
全
文
を
引

用
す
る
。

金
剛
智
三
蔵
影
一
鋪

善
無
畏
三
蔵
影
一
鋪

不
空
三
蔵
影
一
鋪

一
行
阿
闍
梨
影
一
鋪

恵
果
阿
闍
梨
影
一
鋪

秘
密
曼
荼
羅
教
付
法
伝
二
巻
幷
善
無
畏
三

蔵
伝
一
巻

右
、
大
学
寮
少
属
河
内
浄
浜
到
二
山
菴
一
説
二
左
大
将
相
公
伝
語
一
、
空
海

従
二
大
唐
一
所
二
将
来
一
三
蔵
等
影
及
伝
等
、
為
レ
比-

二
勘
讃
文
等
一
、
附
レ

使
上
者
、
謹
承
二
高
命
一
奉
上
、

其
一
行
阿
闍
梨
碑
文
者
、
大
唐
玄
宗
皇
帝
所
レ
製
、
空
海
在
唐
日
、
上
二

大
使
一
訖
、
今
聞
、
其
本
奉-

二
進
太
上
皇
一
、

山
房
霧
濃
、
像
多
折
損
、
毎
事
塵
穢
、
恐
レ
触
二
高
覧
一
、
今
望
、
命
二
工

手
一
便
レ
加
二
繕
修
一
、
幸
甚
幸
甚

又
唐
広
智
三
蔵
等
告
身
讃
文
者
、
代
宗
皇
帝
之
御
札
也
、
以
光
二
釈
宗
一
、

懸
二
諸
日
月
一
、
釈
門
栄
幸
、
莫
レ
大
レ
此
、
儻
上
天
有
レ
感
、
同
二
彼
故
事

一
、
仏
法
栄
曜
、
何
亦
更
加
、
此
竊
所
レ
願
、
非
二
敢
所
一
レ
望
。

月
日

5
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左
大
将
公
閣下

謹
空

空
海
は
請
来
像
を
進
上
し
て
そ
の
修
復
を
求
め
た
際
に
、
不
空
三
蔵
の
告
身
、

讃
文
を
書
い
た
と
す
る
代
宗
の
故
事
に
な
ら
い
、
嵯
峨
天
皇
に
讃
文
を
加
え
る

こ
と
を
願
っ
た
と
解
釈
す
る
。
ま
た
、
そ
の
際
併
せ
て
「
秘
密
曼
荼
羅
教
付
法

伝
二
巻
」「
善
無
畏
三
蔵
伝
一
巻
」
を
進
上
、
更
に
一
行
阿
闍
梨
の
碑
文
に
つ

い
て
申
し
添
え
て
い
る
と
こ
ろ
に
着
目
す
る
。

以
上
の
点
か
ら
、
嵯
峨
天
皇
は
空
海
の
求
め
に
応
じ
て
、
損
傷
の
激
し
か
っ

た
善
無
畏
、
一
行
両
像
の
讃
文
を
新
補
す
る
と
と
も
に
、
新
造
し
た
龍
猛
・
龍

智
の
二
像
に
名
号
と
行
状
文
を
揮
毫
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
ま
た
、

本
文
中
に
「
讃
文
等
を
比
勘
せ
る
為
に
」
献
上
せ
よ
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
西
本

氏
は
請
来
の
五
祖
像
に
は
、
本
来
か
ら
空
海
の
行
状
文
が
付
さ
れ
て
い
た
と
み

て
い
る
。

こ
の
『
高
野
雑
筆
集
』
の
記
述
を
信
ず
れ
ば
、
請
来
像
の
修
復
に
嵯
峨
天
皇

が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
、
空
海
が
嵯
峨
天
皇
に
よ
る
揮
毫
を
強
く
求
め
て
い
た

こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
請
来
像
の
う
ち
善
無
畏
像
と

一
行
像
の
行
状
文
が
嵯
峨
天
皇
に
よ
っ
て
新
補
さ
れ
た
と
す
る
点
に
つ
い
て
は
、

少
々
決
め
手
に
欠
け
る
と
思
わ
れ
る
。
西
本
氏
は
そ
の
根
拠
を
、
前
述
の
中
で

「
善
無
畏
三
蔵
伝
一
巻
」
を
献
上
し
て
い
る
こ
と
、「
一
行
阿
闍
梨
の
碑
文
」
の

所
在
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
こ
と
に
併
せ
て
、
行
状
文
の
書
風
分
類
を
示
し

て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
一
行
、
善
無
畏
、
龍
猛
、
龍
智
像
と
不
空
、
恵
果
像
で

行
状
文
の
書
風
が
異
な
る
と
い
う
見
解
を
示
し
た
、
内
藤
乾
吉
氏
に
よ
る
書
風

分
類一
六

を
採
用
し
、
前
者
を
嵯
峨
天
皇
筆
、
後
者
を
空
海
筆
と
す
る
。
し
か
し
、

行
状
文
の
書
風
分
類
に
は
諸
説
が
あ
り
、
ま
た
先
ほ
ど
も
述
べ
た
通
り
、
行
状

文
の
筆
跡
か
ら
は
、
空
海
風
で
あ
る
こ
と
以
上
は
判
断
で
き
な
い
た
め
、
書
の

比
較
か
ら
空
海
あ
る
い
は
嵯
峨
天
皇
の
筆
と
立
証
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

ま
た
、
行
状
文
の
付
け
足
さ
れ
た
時
期
に
つ
い
て
も
一
考
を
要
す
る
。
当
説

に
依
れ
ば
、
不
空
、
恵
果
像
は
延
暦
二
四
年
に
唐
・
長
安
で
、
一
行
、
善
無
畏

像
は
弘
仁
十
二
年
に
日
本
で
継
ぎ
足
さ
れ
た
こ
と
と
な
る
。
先
に
も
述
べ
た
と

お
り
、
請
来
像
の
行
状
文
部
分
は
絵
絹
と
は
別
の
平
織
の
絹
が
継
ぎ
足
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
中
島
博
氏
の
解
説
（『
東
寺
の
歴
史
と
美
術
』〈
東
京
美

術
、
一
九
九
六
年
〉）
や
泉
武
夫
氏
（「
真
言
七
祖
像
」〈『
日
本
の
国
宝
』
七
、

近
畿
五
〈
京
都
〉、
一
九
九
九
年
〉）
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。
中
島
氏
は
、

「
五
祖
像
の
画
面
の
下
に
横
一
杯
に
設
け
た
讃
文
帯
は
、
絵
の
部
分
と
は
異

な
っ
て
、
横
使
い
と
見
受
け
ら
れ
る
平
織
の
絹
を
継
ぎ
足
し
て
い
る
。（
中
略
）

五
祖
像
の
絹
継
の
状
況
や
七
祖
像
通
し
て
の
書
写
の
様
子
な
ど
か
ら
み
て
、
す

べ
て
こ
の
折
（
龍
猛
・
龍
智
に
行
状
文
を
揮
毫
し
た
と
き
）
に
書
か
れ
た
と
考

え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
」一
七

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
際
の
調
査
で
は
、
絹
地
の
織
り

ま
で
判
別
で
き
る
ほ
ど
の
、
熟
覧
が
行
わ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
こ
で

は
、
特
に
各
請
来
像
の
行
状
文
の
絹
地
に
違
い
が
あ
る
と
い
う
報
告
は
な
く
、

現
状
で
は
同
じ
絹
地
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
も
し
、
行
状
文
の

制
作
場
所
・
年
代
が
異
な
る
と
す
れ
ば
、
全
く
同
様
の
予
備
の
絹
地
を
唐
か
ら

持
っ
て
き
て
い
な
い
限
り
、
織
り
が
一
致
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
こ
と
は
不
自

然
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
か
ら
、
西
本
説
は
嵯
峨
天
皇
の
関
与
に
つ
い
て
は
妥
当
性
を
お
び
て
い
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る
も
の
の
、
具
体
的
に
ど
の
部
分
を
揮
毫
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
再
考
の
余
地

が
あ
ろ
う
。

（
３
）
阿
部
龍
一
説

阿
部
龍
一
氏
は
、
西
本
氏
の
説
に
立
脚
し
、
ま
た
新
し
い
説
を
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
結
論
と
し
て
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
延
暦
二
四
年
、
唐
で
恵
果
か

ら
賜
っ
た
請
来
像
に
、
帰
国
後
、
空
海
は
名
号
を
揮
毫
し
た
（
行
状
文
に
つ
い

て
は
特
に
言
及
な
し
）。
弘
仁
十
二
年
、
嵯
峨
天
皇
は
空
海
の
希
望
に
応
じ
、

新
造
し
た
龍
猛
、
龍
智
像
に
名
号
を
揮
毫
し
た
。
空
海
は
龍
猛
、
龍
智
像
の
行

状
文
を
書
す
と
共
に
、
請
来
像
と
合
わ
せ
て
一
具
と
す
る
た
め
、
元
か
ら
あ
っ

た
請
来
像
の
行
状
文
を
切
り
取
っ
て
新
し
い
内
容
の
讃
文
に
書
き
換
え
た
。

よ
っ
て
、
龍
猛
、
龍
智
像
の
名
号
の
み
が
嵯
峨
天
皇
の
筆
で
あ
る
と
み
る
説
で

あ
る一
八

。
阿
部
氏
は
、
龍
猛
、
龍
智
像
の
名
号
が
請
来
像
に
書
か
れ
た
「
梵
號
・
漢

名
」
と
別
の
表
記
（
龍
猛
：「
梵
号
・
漢
飜
」、
龍
智
：「
梵
名
・
唐
翻
」）
に

な
っ
て
い
る
こ
と
、
先
行
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
書
風
の
違
い
な
ど
か
ら
、

龍
猛
、
龍
智
像
は
請
来
像
と
の
違
い
を
意
識
的
に
強
調
し
て
い
る
と
推
察
す
る
。

も
し
、
空
海
で
あ
れ
ば
請
来
像
と
の
連
続
性
を
重
視
す
る
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
嵯
峨
天
皇
が
現
実
に
揮
毫
し
た
可
能
性
が
最
も
高
い
の
は
、
龍

猛
、
龍
智
像
の
名
号
で
あ
る
と
述
べ
る一
九

。

ま
た
、
請
来
像
の
名
号
に
つ
い
て
、
唐
の
国
師
で
あ
る
恵
果
の
御
前
で
揮
毫

し
た
と
す
れ
ば
、「
漢
名
」
と
い
う
言
葉
は
使
わ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
と
指
摘
す
る
。
空
海
は
、
イ
ン
ド
か
ら
唐
に
密
教
を
伝
え
た
阿
闍
梨
の
系

譜
が
日
本
に
伝
わ
っ
た
と
い
う
事
実
を
重
視
し
、
イ
ン
ド
と
中
国
の
仏
教
を
並

置
で
き
る
第
三
者
の
立
場
か
ら
、
中
国
一
般
を
示
す
語
と
し
て
わ
ざ
わ
ざ

「
漢
」
と
い
う
言
葉
を
選
ん
だ
の
だ
と
推
測
し
、
請
来
像
の
名
号
を
揮
毫
し
た

の
は
帰
国
後
で
あ
る
と
も
想
定
さ
れ
て
い
る二
〇

。

行
状
文
に
つ
い
て
は
、『
高
野
雑
筆
集
』
の
「
讃
文
等
を
比
勘
せ
る
為
に
」

の
記
述
と
、
空
海
の
七
祖
像
一
具
計
画
を
重
要
視
す
る
立
場
か
ら
、
事
前
に
空

海
か
ら
朝
廷
へ
行
状
文
を
書
き
換
え
る
こ
と
を
要
請
し
て
お
り
、
そ
の
要
請
を

検
討
す
る
た
め
の
「
比
勘
」
で
あ
っ
た
と
考
え
る二
一

。
後
、
要
請
が
許
可
さ
れ
、

元
あ
っ
た
行
状
文
を
切
り
取
っ
て
新
し
く
書
き
換
え
た
と
解
釈
し
て
い
る
。

阿
部
氏
は
本
作
の
制
作
背
景
に
も
深
く
言
及
さ
れ
て
い
る
。
平
安
時
代
後
期

ま
で
に
は
、
す
で
に
両
部
曼
荼
羅
と
空
海
が
定
め
た
真
言
七
祖
像
に
空
海
の
影

を
加
え
た
八
祖
の
影
で
、
灌
頂
堂
の
堂
内
を
荘
厳
す
る
こ
と
が
定
着
し
て
い
た

と
み
ら
れ
る
こ
と二
二

、『
東
大
寺
具
書
』二
三

に
よ
れ
ば
、
そ
の
建
立
当
初
か
ら
灌
頂

堂
へ
の
平
城
天
皇
の
関
与
を
示
唆
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
、
東
大
寺
灌

頂
道
場
は
、
公
に
は
空
海
が
東
大
寺
で
除
災
護
国
の
目
的
で
灌
頂
法
を
修
す
た

め
の
設
備
と
し
て
成
立
し
た
が
、
よ
り
直
接
的
に
は
平
城
天
皇
の
意
を
汲
ん
だ

嵯
峨
天
皇
の
勅
令
で
、
太
上
天
皇
へ
の
灌
頂
を
行
う
た
め
に
建
立
さ
れ
た
と
述

べ
ら
れ
て
い
る二
四

。

さ
ら
に
、
請
来
像
の
修
復
や
合
わ
せ
て
新
調
さ
れ
た
多
数
の
密
教
図
像
の
供

養
に
際
す
る
空
海
の
願
文二
五

中
に
、「
一
天
」「
后
妃
」「
震
卦
」「
三
台
」
と
あ

る
の
を
そ
れ
ぞ
れ
嵯
峨
天
皇
、
皇
后
橘
嘉
智
子
、
皇
太
子
の
大
伴
親
王
、
右
大
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臣
藤
原
冬
嗣
、
大
納
言
緒
嗣
、
中
納
言
良
岑
安
世
、
同
藤
原
三
守
な
ど
を
指
す

と
し
、
彼
ら
が
制
作
の
主
な
支
援
者
で
あ
っ
た
と
推
測
し
て
い
る二
六

。

請
来
像
の
名
号
が
帰
朝
後
に
揮
毫
さ
れ
た
と
す
る
点
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
検

討
の
必
要
が
あ
る
が
、
当
説
の
通
り
、
現
状
か
ら
推
測
で
き
る
範
囲
で
は
、
嵯

峨
天
皇
が
揮
毫
し
た
可
能
性
が
最
も
高
い
の
は
、
龍
猛
・
龍
智
像
の
名
号
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、『
高
野
雑
筆
集
』
の
書
状
は
空
海
が
冬
嗣
に
宛
て

た
も
の
で
、
請
来
像
を
〝
讃
文
等
を
比
勘
せ
る
た
め
に
〟
献
上
せ
よ
と
の
要
請

に
対
し
、
献
上
す
る
前
に
修
復
す
る
こ
と
及
び
天
皇
に
よ
る
揮
毫
を
願
っ
た
も

の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
「
比
勘
」
は
本
来
修
復
の
た
め
の
作
業
で
は
な
い

と
い
う
点
に
留
意
す
れ
ば
、
推
測
の
域
は
出
な
い
が
、
本
来
あ
っ
た
行
状
文
を

切
り
取
っ
て
書
き
換
え
た
と
す
る
説
も
十
分
に
考
え
ら
れ
よ
う
。
阿
部
氏
も
指

摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、『
歴
代
名
画
記
』二
七

に
よ
る
と
、
長
安
の
寺
院
の
壁
画

に
は
祖
師
像
等
の
影
が
あ
り
、
讃
文
が
付
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ

の
讃
の
筆
者
は
有
名
な
能
書
家
や
そ
の
祖
師
の
弟
子
筋
の
僧
侶
に
よ
る
も
の
で

あ
り
、
当
時
の
祖
師
像
に
お
け
る
讃
文
の
重
要
性
が
認
め
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、

請
来
像
に
つ
い
て
も
本
来
か
ら
讃
文
を
付
す
予
定
だ
っ
た
、
又
は
付
さ
れ
て
い

た
と
想
定
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

二
、
書
風
考
察

こ
こ
ま
で
、『
真
言
七
祖
像
』
の
名
号
、
行
状
文
に
関
す
る
先
行
研
究
と
そ

の
問
題
点
を
挙
げ
て
き
た
が
、
以
上
を
踏
ま
え
て
、
名
号
、
行
状
文
の
書
風
を

考
察
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
従
来
の
先
行
研
究
で
書
風
に
関
し
て
論
じ
ら
れ

た
も
の
で
は
、
空
海
の
筆
か
否
か
の
判
別
を
目
的
と
し
た
も
の
が
大
半
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
に
も
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
筆
跡
か
ら
空
海
筆
、
あ

る
い
は
嵯
峨
天
皇
筆
と
決
定
づ
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
こ
で

は
各
行
状
文
の
書
風
の
特
質
に
重
点
を
置
い
て
考
察
し
、
本
作
品
の
問
題
点
で

あ
る
、
各
像
の
書
風
に
書
写
時
期
の
違
い
は
認
め
ら
れ
る
の
か
、
ま
た
、
嵯
峨

天
皇
が
揮
毫
し
た
と
す
れ
ば
、
ど
の
部
分
に
そ
の
可
能
性
が
あ
る
か
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

１
、
行
状
文

は
じ
め
に
、
大
ま
か
に
書
風
の
全
体
像
を
述
べ
る
と
、「
龍
猛
・
龍
智
」「
不

空
・
恵
果
」
は
そ
れ
ぞ
れ
同
一
書
風
で
あ
り
、
前
者
は
草
書
体
に
雑
体
書
法二
八

を
含
ん
だ
書
風
が
主
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
『
風
信
帖
』（
平
安
時
代
・

九
世
紀
）
や
『
灌
頂
暦
名
』（
弘
仁
三
、四
年
〈
八
一
二
、八
一
三
〉）
に
み
え
る

よ
う
な
行
書
体
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
。「
善
無
畏
」
は
「
龍
猛
・
龍
智
」
よ

り
も
更
に
雑
体
書
法
が
表
出
し
た
書
風
で
あ
り
、「
一
行
」
は
雑
体
書
を
含
め

様
々
な
書
体
、
書
法
が
混
在
し
た
破
体
書
と
し
て
の
特
徴
が
際
立
っ
て
い
る
。

先
行
研
究
で
、
研
究
者
に
よ
っ
て
行
状
文
の
書
風
分
類
の
見
解
が
異
な
っ
て
い

る
の
は
、「
一
行
」
の
書
風
の
特
徴
と
な
る
点
を
雑
体
書
法
に
向
け
る
か
、「
不

空
・
恵
果
」
と
の
共
通
点
に
向
け
る
か
の
違
い
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
な
お
、

「
金
剛
智
」
は
行
状
文
が
ほ
ぼ
現
存
し
て
い
な
い
た
め
、
本
考
察
か
ら
は
省
く

こ
と
と
す
る
。
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で
は
、
各
像
の
書
風
の
特
徴
を
考
察
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

（
１
）
龍
猛
・
龍
智

草
書
体
を
基
本
に
雑
体
書
法
を
加
え
た
書
風
で
あ
る
。『
金
剛
般
若
経
開
題
』

（
弘
仁
四
年
〈
八
一
三
〉）
や
『
書
譜
（
御
物
本
）』（
平
安
時
代
・
九
世
紀
）
と

の
共
通
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
風
信
帖
』
と
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ

る
と
み
る
説
も
あ
る二

九

。『
金
剛
般
若
経
開
題
』
は
、
弘
仁
四
年
（
八
一
三
）
に

書
か
れ
た
と
み
ら
れ
、『
書
譜
（
御
物
本
）』
は
そ
の
書
風
か
ら
お
そ
ら
く
晩
年

に
書
写
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
両
書
に
共
通
す
る
特
徴
は
、
空

海
の
書
風
変
遷
の
な
か
で
比
較
的
後
に
発
達
し
た
草
書
体
や
空
海
独
特
の
単
純

化
（
記
号
化
）
し
た
草
書
体
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
龍
猛
・
龍
智
」

は
行
状
文
中
の
僅
か
一
部
分
し
か
現
存
し
て
お
ら
ず
、
全
体
の
書
風
傾
向
を
う

か
が
う
こ
と
は
難
し
い
が
、
現
存
部
か
ら
看
取
で
き
る
要
素
は
以
下
の
通
り
で

あ
る
。

①
王
羲
之
風
の
行
書
体
。

有・龍智

『聾瞽指帰』

室・龍猛

『風信帖』

②
『
金
剛
般
若
経
開
題
』
や
『
書
譜
（
御
物
本
）』
と
共
通
す
る
草
書
体
。

出・龍猛

『金剛般若経開題』

聞・龍智

『金剛般若経開題』

③
隷
書
風
の
波
磔
、
篆
書
風
の
字
形
。

子・龍猛　

年・龍智

④
象
形
的
な
書
法
。

三・龍猛　

人・龍猛　

龍・龍猛

（
２
）
善
無
畏

同
様
に
草
書
体
を
基
本
に
雑
体
書
法
を
加
え
た
書
風
で
あ
る
が
、
特
に
象
形

的
な
書
法
が
際
立
っ
て
い
る
。『
崔
子
玉
座
右
銘
』（
平
安
時
代
・
九
世
紀
）
と

同
一
の
書
法
が
み
ら
れ
る
ほ
か
、『
益
田
池
碑
銘
』（
天
長
二
年
〈
八
二
五
〉、

平
安
時
代
の
写
本
）
や
『
十
喩
詩
跋
尾
』（
近
世
の
写
本
）
と
類
似
す
る
部
分

が
多
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る三

〇

。「
善
無
畏
」
は
書
き
出
し
の
上
辺
と
文
末
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の
十
数
行
が
現
存
す
る
。
現
存
部
を
見
る
限
り
で
は
、
比
較
的
文
字
が
大
き
く
、

他
の
像
よ
り
連
綿
が
多
い
。

①
『
金
剛
般
若
経
開
題
』
や
『
書
譜
（
御
物
本
）』
と
共
通
す
る
草
書
体
。

初・善無畏

『金剛般若経開題』

羅・善無畏

『金剛般若経開題』

②
象
形
的
な
書
法
。

化・善無畏

『越州帖』

滞・善無畏

『越州帖』

③
草
書
体
を
記
号
化
し
た
字
形
。

遍・善無畏　

『益田池碑銘』

（
３
）
一
行

楷
行
草
に
、
隷
書
風
の
波
磔
や
篆
書
風
の
字
形
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
書
体
が
混

在
し
た
、
破
体
表
現
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
同
一
文
字
を
異
な
っ
た
書
体
で

書
き
分
け
る
例
も
七
祖
像
の
な
か
で
最
も
多
い
（
図
②
）。
末
尾
の
数
行
は
、

草
書
体
の
雑
体
書
法
が
顕
著
で
あ
る
。
楷
行
書
の
部
分
は
『
風
信
帖
』、『
書
譜

（
御
物
本
）』
と
の
共
通
点
が
、
末
尾
の
部
分
に
つ
い
て
は
則
天
武
后
『
昇
仙
大

師
碑
』（
聖
暦
二
年
・
六
九
九
）
に
類
似
す
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る三

一

。
な
お
、

「
篆
書
風
の
字
形
」
と
し
た
の
は
、
純
粋
な
篆
書
体
で
は
な
く
、
一
部
篆
書
の

字
形
を
取
り
入
れ
た
も
の
や
、
篆
書
体
を
ベ
ー
ス
に
象
形
的
な
書
法
を
表
し
た

も
の
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
『
真
言
七
祖
像
』
が
初
見
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

「
一
行
」
は
、
字
数
が
多
い
た
め
全
体
的
に
小
振
り
の
文
字
で
、
所
々
に
剥
落

は
あ
る
も
の
の
行
末
を
除
い
て
全
体
的
に
残
っ
て
い
る
。

①
王
羲
之
風
の
行
書
体
。

来・一行

『忽恵帖』

後・一行

『風信帖』

②
『
金
剛
般
若
経
開
題
』
や
『
書
譜
（
御
物
本
）』
と
共
通
す
る
草
書
体
。

明・一行

『金剛般若経開題』

者・一行

『金剛般若経開題』
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③
隷
書
風
の
波
磔
、
篆
書
風
の
字
形
。

皇・一行

十・一行

経・一行

容・一行

④
象
形
的
な
書
法
。

暦・一行

歴・『越州帖』

寂・一行

『越州帖』

⑤
草
書
体
を
記
号
化
し
た
字
形
。

（
４
）
不
空
・
恵
果

王
羲
之
由
来
の
草
行
体
を
基
本
に
し
て
一
部
隷
書
風
の
書
法
も
み
ら
れ
る
。

特
に
、『
書
譜
（
御
物
本
）』
と
の
近
似
が
指
摘
さ
れ
て
い
る三

二

。
他
の
像
と
比

べ
る
と
単
調
な
書
風
に
み
え
る
が
、
③
～
⑤
の
よ
う
な
要
素
も
少
な
か
ら
ず
含

ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
各
像
と
同
様
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。「
一
行
」

と
同
様
に
、
同
一
文
字
を
異
な
っ
た
書
体
で
表
す
例
も
み
ら
れ
る
。「
不
空
・

恵
果
」
は
、
部
分
的
で
は
あ
る
が
広
範
囲
に
現
存
し
て
お
り
、
文
字
が
大
振
り

で
、
字
間
が
ゆ
っ
た
り
と
取
ら
れ
て
い
る
。

①
王
羲
之
風
の
行
書
体
。

皇・恵果

『聾瞽指帰』

寺・不空

『灌頂暦名』

②
『
金
剛
般
若
経
開
題
』
や
『
書
譜
（
御
物
本
）』
と
共
通
す
る
草
書
体
。

『金剛般若経開題』

應・不空

手・恵果

『書譜（御物本）』

當・一行

『益田池碑銘』

図②　一行行状文（部分）
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③
篆
書
風
の
字
形
、
④
象
形
的
な
書
法

爽・恵果　

戸・不空　

所・不空

⑤
草
書
体
を
簡
略
化
し
た
字
形
。

帝・恵果　

『益田池碑銘』

以
上
、
各
行
状
文
の
書
風
を
分
析
す
る
と
、
一
見
そ
れ
ぞ
れ
印
象
は
異
な
れ

ど
も
、
そ
の
構
成
要
素
に
は
共
通
点
が
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
空
海
の
書
を

基
準
と
す
れ
ば
、
幅
広
い
時
期
の
書
風
が
看
取
さ
れ
よ
う
。

ま
ず
、
全
て
の
行
状
文
に
確
認
さ
れ
た
、『
金
剛
般
若
経
開
題
』
や
『
書
譜

（
御
物
本
）』
と
共
通
す
る
、
空
海
独
特
の
草
書
体
は
、
弘
仁
十
二
年
頃
に
書
か

れ
た
と
す
る
に
は
矛
盾
が
な
い
。
逆
に
言
え
ば
、「
不
空
・
恵
果
」
に
も
同
様

の
草
書
体
が
み
ら
れ
る
た
め
、
両
行
状
文
が
入
唐
中
に
書
か
れ
た
と
い
う
説
に

は
少
々
疑
問
を
も
つ
理
由
に
な
る
。

ま
た
、
象
形
的
な
書
法
や
篆
書
風
の
字
形
、
隷
書
風
の
波
磔
に
つ
い
て
も
、

各
行
状
文
に
み
ら
れ
る
傾
向
で
あ
る
。
行
状
文
の
象
形
的
な
書
法
は
、『
与
本

国
使
請
共
帰
啓
』（
大
同
元
年
・
八
〇
六
）、『
与
越
州
節
度
使
請
内
外
経
書
啓
』

（
同
上
） （
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
『
国
使
帖
』、『
越
州
帖
』）、『
益
田
池
碑
銘
』
と

共
通
す
る
例
が
多
い
。
こ
う
い
っ
た
書
法
自
体
は
、
延
暦
二
三
年
（
八
○
四
）

の
『
聾
瞽
指
帰
』
以
来
、
空
海
の
初
期
の
作
例
か
ら
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、

別
稿
に
す
で
に
指
摘
し
た
通
り
、
特
に
『
益
田
池
碑
銘
』
と
の
近
い
関
係
が
認

め
ら
れ
る三

三

。

よ
っ
て
、
行
状
文
の
書
風
か
ら
は
、
特
に
執
筆
時
期
の
差
を
読
み
取
る
こ
と

は
で
き
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
象
形
的
な
書
法
や
篆
書
風
の
字
形
、
隷
書

風
の
波
磔
な
ど
の
雑
体
書
法
は
、
後
の
時
代
に
も
引
き
継
が
れ
る
、
空
海
の
書

風
の
特
徴
で
あ
る
。
数
あ
る
空
海
筆
と
伝
え
る
書
の
な
か
で
も
『
真
言
七
祖

像
』
の
書
風
が
こ
れ
ら
の
特
徴
を
多
く
兼
ね
備
え
て
お
り
、
空
海
風
の
基
準
の

よ
う
な
存
在
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
は
大
変
興
味
深
い
。

２
、
名
号

続
い
て
名
号
の
書
風
を
み
て
い
き
た
い
。
善
無
畏
、
金
剛
智
、
不
空
、
龍
猛
、

龍
智
像
で
は
、
祖
師
の
左
右
に
飛
白
体
で
漢
名
と
梵
号
が
書
か
れ
る
。
請
来
像

に
は
梵
字
の
横
に
小
さ
く
漢
字
の
音
が
付
さ
れ
て
い
る
。
一
行
、
恵
果
像
は
祖

師
の
左
右
ま
た
は
上
方
（
画
面
の
上
部
）
に
漢
名
の
み
が
肉
太
の
行
書
体
で
書

か
れ
る
。

先
述
の
よ
う
に
、
絵
絹
は
縦
に
通
し
て
三
枚
が
継
が
れ
て
い
る
が
、
請
来
像

は
左
右
幅
そ
れ
ぞ
れ
の
ほ
ぼ
中
心
、
絹
継
ぎ
を
意
識
し
た
位
置
に
揮
毫
し
て
い

る
。
特
に
恵
果
像
は
一
幅
に
二
文
字
ず
つ
書
か
れ
て
い
る
様
子
が
明
確
に
わ
か

る三
四

。
飯
島
氏
は
、
請
来
像
は
三
幅
が
分
か
れ
て
い
た
状
況
で
揮
毫
し
た
の
で
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図③　請来像名号

不空 善無畏 金剛智

梵

漢

龍智 龍猛

図④　龍猛、龍智像名号
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払いの筆遣い

龍猛・翻 龍智 龍猛

龍
猛
・
龍
智

金剛智・梵 善無畏 善無畏

請
来
像

請来像名号 空海の書

金剛智	 不空 『風信帖』

金

善無畏	 不空 『灌頂暦名』

名

恵果	 恵果 『三十帖冊子』

阿

図⑤　筆遣いの違い

図⑥　請来像名号と空海書の比較
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は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も
、
龍
猛
、
龍
智
像
に
は
同
様
の

傾
向
が
み
ら
れ
な
い
た
め
、
請
来
像
と
は
揮
毫
さ
れ
た
状
況
が
異
な
る
こ
と
は

確
か
で
あ
ろ
う
。
名
号
の
書
風
に
つ
い
て
は
、
以
前
か
ら
請
来
像
と
龍
猛
、
龍

智
像
で
異
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

で
は
、
各
像
の
特
徴
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。

（
１
）
善
無
畏
、
金
剛
智
、
不
空
（
図
①
、
③
）

請
来
像
の
う
ち
同
様
の
書
式
で
書
か
れ
た
こ
の
三
像
は
、
お
そ
ら
く
梵
字
に

使
用
す
る
よ
う
な
筆
を
用
い
て
飛
白
体
で
書
か
れ
て
い
る
。
筆
の
表
と
裏
を
う

ま
く
返
し
な
が
ら
、
基
本
的
に
平
た
い
面
を
使
っ
て
運
筆
し
て
い
る
。

特
に
こ
の
三
像
に
つ
い
て
は
、
筆
順
に
注
目
す
べ
き
特
徴
が
あ
る三
五

（
図
③
）。

例
え
ば
、
善
無
畏
像
と
金
剛
智
像
の
「
梵
」
で
は
、
ま
る
で
左
右
の
手
に
筆
を

持
っ
て
書
い
た
よ
う
な
、
左
右
対
称
性
を
意
識
し
た
筆
の
運
び
方
と
な
っ
て
い

る
。
善
無
畏
像
で
は
「
林
」
部
の
縦
画
を
左
右
と
も
に
外
側
か
ら
書
き
出
し
、

逆
に
金
剛
智
像
で
は
内
側
か
ら
入
筆
す
る
。「
凡
」
の
部
分
で
は
、
両
者
と
も

中
心
か
ら
左
右
に
分
か
れ
る
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
不
空
は
完
全
な
一
筆
書
で

あ
る
。「
漢
」
に
つ
い
て
も
、
善
無
畏
像
と
金
剛
智
像
で
は
、
左
右
対
称
の
筆

の
動
き
を
一
部
取
り
入
れ
つ
つ
変
化
を
つ
け
て
お
り
、
不
空
は
同
じ
く
一
筆
書

き
と
な
っ
て
い
る
。「
號
」
は
、
全
て
ま
る
で
リ
ボ
ン
の
よ
う
な
一
筆
書
き
で

あ
る
が
、
注
意
深
く
み
れ
ば
、
書
き
始
め
の
位
置
や
点
画
の
繋
げ
方
が
そ
れ
ぞ

れ
異
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
て
同
じ
文
字
、
同
じ
書
式
、
同
様
の
表
現
の
範
囲
で
変
化
を
つ
け
る

手
法
は
、
他
の
空
海
の
書
に
も
度
々
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
作
の
場
合

は
、
各
祖
師
の
関
係
性
が
表
さ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
特
に
、
善

無
畏
、
金
剛
智
像
の
左
右
対
称
性
を
意
識
し
た
筆
法
に
つ
い
て
は
、
胎
蔵
系
、

金
剛
界
系
と
の
系
統
の
違
い
を
対
照
的
に
表
出
し
て
い
る
と
想
像
さ
れ
よ
う
。

少
な
く
と
も
こ
の
筆
者
は
、
筆
記
行
為
自
体
に
も
何
か
意
味
を
持
た
せ
よ
う
と

し
て
い
る
様
子
が
看
取
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

（
２
）
一
行
、
恵
果
（
図
①
）

一
行
、
恵
果
像
は
お
そ
ら
く
通
常
の
毛
筆
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

一
行
像
は
祖
師
の
左
右
に
二
行
に
渡
っ
て
行
書
で
揮
毫
さ
れ
て
い
る
が
、
各
字

が
一
筆
書
き
に
な
っ
て
お
り
、「
闍
梨
耶
」
に
つ
い
て
は
三
字
が
連
綿
し
て
い
る
。

恵
果
は
画
面
の
上
部
（
祖
師
の
上
方
）
に
横
書
き
で
書
か
れ
て
い
る
。
飯
島
氏

は
こ
れ
ら
の
書
を
空
海
が
請
来
し
た
『
古
今
篆
隷
文
体
』（
鎌
倉
時
代
写
本
、

京
都
・
毘
沙
門
堂
蔵
）
に
み
る
「
一
行
書
」
及
び
「
左
行
書
」
で
あ
る
と
指
摘

す
る三
六

。
一
行
、
恵
果
は
中
国
人
で
あ
る
た
め
、
表
記
が
漢
名
の
み
で
、
善
無
畏
、
金

剛
智
、
不
空
像
と
は
形
式
が
異
な
っ
て
い
る
が
、
単
な
る
行
書
の
う
ち
に
も
各

像
の
書
体
、
書
式
を
変
え
て
い
る
こ
と
は
、
共
通
の
感
覚
が
窺
え
る
も
の
で
あ

ろ
う
。

（
３
）
龍
猛
・
龍
智
（
図
①
、
④
）

龍
猛
、
龍
智
像
は
書
式
上
で
は
請
来
像
の
う
ち
の
三
祖
像
（
１
）
と
同
様
で

あ
る
。
し
か
し
、
三
祖
像
の
も
の
と
は
違
っ
た
、
よ
り
装
飾
的
な
筆
法
が
可
能

な
筆
を
用
い
て
い
る
と
み
ら
れ
、
漢
字
も
梵
字
も
請
来
像
と
は
書
風
が
異
な
っ

て
い
る
。
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空
海
は
中
国
で
さ
ま
ざ
ま
な
筆
の
製
法
に
つ
い
て
も
学
ん
で
い
る
。
そ
う
し

た
製
法
に
よ
っ
て
作
ら
せ
た
筆
を
嵯
峨
天
皇
、
淳
和
天
皇
へ
献
上
し
て
お
り
。

そ
の
筆
は
、
正
書
（
楷
書
）
用
、
行
書
用
と
い
っ
た
書
体
に
よ
っ
て
使
い
分
け

た
も
の
で
あ
っ
た
。
増
補
し
た
龍
猛
、
龍
智
像
は
弘
仁
十
二
年
頃
に
書
か
れ
た

も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
龍
猛
、
龍
智
像
の
名
号
は
、
空
海
の
指
示
に
よ
っ
て

日
本
で
作
ら
れ
た
飛
白
体
専
用
の
筆
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。

た
だ
し
、
そ
の
筆
が
梵
字
を
書
く
に
は
柔
ら
か
く
適
し
て
い
な
か
っ
た
た
め

か
、（
１
）
の
梵
字
と
比
べ
て
点
画
が
は
っ
き
り
と
し
て
い
な
い
印
象
で
あ
る
。

主
に
筆
の
片
面
を
使
っ
た
、
通
常
の
筆
遣
い
で
書
か
れ
て
い
る
部
分
が
多
く
、

点
画
の
な
か
に
細
い
筆
線
と
太
い
筆
線
が
混
在
し
て
い
る
。「
唐
翻
」
の
二
字

や
ヒ
ラ
ヒ
ラ
と
反
転
さ
せ
て
い
る
部
分
の
筆
遣
い
を
見
る
と
そ
の
違
い
が
よ
く

わ
か
る
（
図
⑤
）。

筆
順
に
つ
い
て
は
、
龍
智
像
の
「
梵
」
は
全
体
的
に
は
左
右
対
称
形
と
み
え

る
が
、
三
祖
像
の
よ
う
な
筆
順
に
ま
で
気
を
配
っ
た
形
跡
は
認
め
ら
れ
な
い
。

後
か
ら
装
飾
的
な
筆
線
を
書
き
加
え
て
い
る
よ
う
な
部
分
も
み
ら
れ
、
完
成
形

と
し
て
装
飾
的
に
仕
上
げ
る
こ
と
に
重
点
を
お
い
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と

想
定
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
筆
記
行
為
に
対
す
る
意
識
が
先
の
五
祖
像
と
は
大
き

く
異
な
っ
て
い
る
。

さ
て
、
以
上
の
名
号
に
つ
い
て
は
、
飛
白
体
で
は
あ
る
が
、
一
字
が
大
き
く
、

文
字
の
骨
格
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
他
の
空
海
の
書
と
の
同
一
文

字
の
比
較
も
検
討
材
料
と
な
り
得
る
（
図
⑥
）
三
七

。
ま
ず
、
請
来
像
は
、
す
べ
て

同
筆
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
さ
ら
に
空
海
の
書
と
も
一
致
す
る
例
が
み
ら
れ
る
。

対
し
て
龍
猛
、
龍
智
像
は
、
両
像
に
つ
い
て
は
同
筆
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

よ
り
装
飾
的
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
他
の
空
海
の
書
と
一
致
す
る
決

定
的
な
例
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

以
上
を
踏
ま
え
、
前
述
し
た
請
来
像
と
龍
猛
、
龍
智
像
と
の
書
写
姿
勢
の
違

い
を
鑑
み
れ
ば
、
請
来
像
の
名
号
の
筆
者
は
空
海
で
あ
り
、
龍
猛
、
龍
智
像
の

名
号
の
筆
者
は
空
海
で
は
な
い
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
よ
り
明
ら
か
と
な
ろ
う
。

そ
こ
で
、
も
う
一
人
の
筆
者
候
補
と
し
て
浮
上
す
る
の
が
、
嵯
峨
天
皇
で
あ
る
。

３
、
嵯
峨
天
皇
の
関
与
の
可
能
性

阿
部
氏
は
嵯
峨
天
皇
に
よ
っ
て
龍
猛
、
龍
智
像
の
名
号
あ
る
い
は
行
状
文
が

揮
毫
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
手
掛
か
り
と
し
て
、
嵯
峨
天
皇
が
空
海
の
書
の
影
響

を
受
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
空
海
が
嵯
峨
天
皇
に
飛
白
書
等
の
書
跡
を
献
上

し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
嵯
峨
天
皇
が
飛
白
体
を
能
く
し
て
い
た
太
宗
に
傾
倒

し
、
治
世
の
規
範
と
し
て
い
た
こ
と
な
ど
を
挙
げ
て
い
る三
八

。

筆
者
は
別
稿
に
お
い
て
、
嵯
峨
天
皇
の
書
に
み
ら
れ
る
空
海
の
書
法
を
具
体

的
に
示
し
、
ま
た
嵯
峨
天
皇
の
書
表
現
が
空
海
の
書
道
観
を
受
容
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た三
九

。
こ
こ
で
は
そ
の
中
か
ら
一
部
を
取
り
上
げ
て
、
嵯

峨
天
皇
が
関
与
し
た
可
能
性
を
補
足
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

空
海
は
、
嵯
峨
天
皇
へ
の
献
上
文
や
上
表
文
の
な
か
で
、
天
皇
に
と
っ
て
の

「
文
字
（
＝
書
）」
の
重
要
さ
を
再
三
述
べ
て
い
る
。
ま
ず
、
空
海
が
雑
体
書
と

思
わ
れ
る
、「
古
今
文
字
讃
」「
古
今
篆
隷
文
体
」
や
「
大
広
智
三
蔵
影
讃
」
な
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ど
を
献
上
し
た
際
の
、『
性
霊
集
』
巻
四
所
収
、「
献
梵
字
幷
雑
文
表
」（
弘
仁

五
年
（
八
一
四
）
閏
七
月
二
十
八
日
）
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
書
体
を
創
造
し
た

中
国
の
皇
帝
と
書
の
密
接
な
歴
史
に
つ
い
て
触
れ
な
が
ら
、
政
治
に
お
け
る
書

の
重
要
性
に
つ
い
て
述
べ
、
文
字
の
力
で
理
想
的
な
世
へ
と
導
く
こ
と
が
で
き

る
こ
と
を
述
べ
て
い
る四
〇

。

ま
た
、
空
海
自
身
が
文
字
を
森
羅
万
象
に
象
っ
た
雑
体
書
法
に
真
言
密
教
の

思
想
を
投
影
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
指
摘
さ
れ
て
き

た
通
り
で
あ
る
が
、
嵯
峨
天
皇
に
対
し
て
も
雑
体
書
の
特
殊
性
を
伝
え
て
い
る
。

天
長
二
年
（
八
二
五
）
に
勅
命
に
よ
っ
て
空
海
が
碑
文
を
撰
し
た
と
さ
れ
る

『
益
田
池
碑
銘
』
は
空
海
の
雑
体
書
の
代
表
的
な
作
例
で
あ
る
が四
一

、
こ
こ
に
は

空
海
の
考
え
る
理
想
の
治
世
や
政
治
が
詩
文
の
形
式
で
記
さ
れ
て
い
る
。
嵯
峨

天
皇
、
淳
和
天
皇
を
中
国
の
伝
説
上
の
皇
帝
に
例
え
、
た
だ
讃
美
の
言
葉
を
連

ね
る
の
で
は
な
く
、
両
天
皇
の
慈
し
み
が
自
然
と
万
物
に
行
き
届
き
、
泰
平
な

世
の
中
が
造
ら
れ
る
過
程
が
述
べ
ら
れ
て
い
る四
二

。
空
海
は
嵯
峨
天
皇
に
対
し

て
、
雑
体
書
を
理
想
の
政
治
や
治
世
を
象
徴
す
る
も
の
と
位
置
づ
け
、
真
言
密

教
の
思
想
に
よ
っ
て
鎮
護
国
家
が
果
た
さ
れ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
伝
え
て
い

た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。

以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
嵯
峨
天
皇
が
空
海
の
雑
体
書
を
受
容
し
て
い
た
背
景

に
は
、
書
論
を
介
し
て
嵯
峨
天
皇
に
理
想
の
天
子
像
や
真
言
密
教
に
よ
る
護
国

思
想
を
伝
よ
う
と
し
た
空
海
の
意
図
が
垣
間
見
ら
れ
る
。
嵯
峨
天
皇
は
、
そ
う

し
た
空
海
の
書
論
を
受
け
入
れ
、
書
を
天
皇
の
権
威
づ
け
を
行
う
た
め
の
重
要

な
手
段
と
し
て
位
置
付
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
雑
体
書
の
な
か
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
飛
白
体
で
あ
る
。
中
国

で
は
太
宗
の
『
晋
祠
銘
』（
貞
観
二
○
年
・
六
四
六
）、
則
天
武
后
の
『
昇
仙
太

子
碑
』
の
飛
白
体
や
鳥
書
な
ど
の
雑
体
書
は
、
皇
帝
の
権
威
あ
る
書
体
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る四
三

。
も
ち
ろ
ん
、
唐
の
貞
観
文
化

に
憧
憬
し
て
い
た
嵯
峨
天
皇
も
知
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
で

に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
空
海
は
嵯
峨
天
皇
に
「
飛
白
書
一
巻
」（「
献
納

劉
希
夷
集
書
表
」『
性
霊
集
』
巻
四
）、「
鳥
獣
飛
白
一
巻
」（「
奉
献
雑
書
迹
状
」

『
性
霊
集
』
巻
第
四
）
を
献
上
し
て
お
り
、
空
海
か
ら
嵯
峨
天
皇
へ
飛
白
の
作

例
が
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
確
認
で
き
る
。
実
際
、
嵯
峨
天
皇
の
『
光
定
戒

牒
』
に
は
飛
白
体
に
類
す
る
書
法
が
一
部
み
ら
れ
る
が
、『
真
言
七
祖
像
』
の

名
号
の
よ
う
な
飛
白
体
の
作
例
は
現
存
し
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
以
上

の
よ
う
な
空
海
の
思
想
の
影
響
を
受
け
て
、
嵯
峨
天
皇
が
飛
白
体
を
用
い
て
い

た
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
よ
う
。

ま
た
、
空
海
が
撰
述
し
た
、『
秘
密
曼
荼
羅
教
付
法
伝
』『
真
言
付
法
伝
』
の

中
で
は
、
国
師
と
な
っ
た
歴
代
の
祖
師
ら
に
と
っ
て
、
皇
帝
の
直
筆
が
い
か
に

重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
が
、
記
さ
れ
て
い
る四
四

。
よ
っ
て
、

『
真
言
七
祖
像
』
の
制
作
に
際
し
、
空
海
が
嵯
峨
天
皇
に
よ
る
揮
毫
を
強
く
求

め
て
い
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
そ
れ
は
、
い
わ
ば
空
海
が
構
想
し
た

「
真
言
七
祖
」
に
対
す
る
お
墨
付
き
で
あ
り
、
恵
果
と
の
約
束
通
り
、
真
言
密

教
を
日
本
に
定
着
さ
せ
た
と
い
う
証
と
な
る
。
日
本
で
制
作
し
た
両
部
の
大
曼

荼
羅
と
と
も
に
そ
れ
を
お
披
露
目
す
る
こ
と
が
、
空
海
の
何
よ
り
も
の
願
い
で

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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嵯
峨
天
皇
が
空
海
の
雑
体
書
法
を
多
分
に
受
容
し
て
い
た
こ
と
に
加
え
、
書

を
通
じ
た
空
海
と
の
密
接
な
関
係
を
鑑
み
れ
ば
、『
真
言
七
祖
像
』
の
補
修
、

新
補
に
際
し
、
嵯
峨
天
皇
自
ら
が
筆
を
も
っ
て
揮
毫
し
た
こ
と
は
多
分
に
想
定

し
得
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
現
状
で
は
、
具
体
的
に
そ
の
可
能
性
が
最
も
高
い
の

は
、
龍
猛
・
龍
智
像
の
名
号
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

お
わ
り
に

最
後
に
、
は
じ
め
に
挙
げ
た
い
く
つ
か
の
問
題
点
に
対
す
る
現
時
点
の
結
論

を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
行
状
文
の
書
風
の
違
い
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
先
行
研
究

に
お
い
て
も
、
各
像
の
書
風
の
相
違
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
各
々
の
特
徴
を

子
細
に
考
察
し
た
と
こ
ろ
、
書
風
を
構
成
し
て
い
る
要
素
に
は
共
通
点
が
み
ら

れ
、
仮
に
全
て
が
同
時
期
に
書
写
さ
れ
た
と
し
て
も
矛
盾
し
な
い
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
特
に
、『
真
言
七
祖
像
』
の
雑
体
書
法
は
、
入
唐
以
前
の
書
に
み
ら

れ
る
象
形
的
な
書
法
か
ら
、
晩
年
の
『
益
田
池
碑
銘
』
と
共
通
す
る
字
形
ま
で

幅
広
い
雑
体
書
法
が
み
ら
れ
た
。
各
像
の
書
風
の
違
い
は
、
筆
者
や
書
写
時
期

の
違
い
と
解
釈
す
る
よ
り
は
、
敢
え
て
書
き
分
け
ら
れ
た
も
の
と
見
た
方
が
妥

当
だ
ろ
う
。
行
状
文
の
す
べ
て
に
、
同
様
の
要
素
を
有
し
な
が
ら
も
、
龍
猛
、

龍
智
像
と
不
空
、
恵
果
像
で
書
風
が
変
わ
り
、
善
無
畏
、
一
行
各
像
の
書
風
は

特
に
引
き
立
っ
た
個
性
が
み
ら
れ
る
と
い
う
構
成
は
、
想
像
を
た
く
ま
し
く
す

れ
ば
、
金
胎
両
部
を
一
連
の
法
脈
に
位
置
づ
け
、
善
無
畏
、
一
行
を
傍
系
と
し

て
捉
え
た
、
空
海
の
解
釈
に
よ
る
祖
師
の
系
譜
と
も
重
な
る
印
象
が
あ
る
だ
ろ

う
。次

に
行
状
文
の
執
筆
時
期
に
つ
い
て
で
あ
る
。
以
上
を
総
合
的
に
考
慮
す
れ

ば
、
や
は
り
通
説
通
り
、
弘
仁
十
二
年
頃
に
全
て
の
行
状
文
が
書
写
さ
れ
た
と

考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
行
状
文
の
う
ち
、
不
空
、
恵
果
像
の
み
が
唐
で

書
写
さ
れ
た
と
す
る
説
に
つ
い
て
は
、
両
像
に
も
『
金
剛
般
若
経
開
題
』
や

『
書
譜
（
御
物
本
）』
な
ど
と
共
通
す
る
記
号
化
さ
れ
た
草
書
体
が
み
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
空
海
の
書
風
変
遷
を
踏
ま
え
る
と
考
え
難
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

阿
部
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、
請
来
像
に
は
元
か
ら
行
状
文
が
付
さ
れ
て
い
た
か

否
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
七
祖
像
を
一
具
と
し
て
祖
師
の
系
譜
を
よ
り
強
調
さ

せ
る
た
め
に
、
一
貫
し
た
行
状
文
を
付
し
、
ま
た
、
書
表
現
と
し
て
も
各
像
の

位
置
づ
け
を
意
識
す
る
な
ど
の
工
夫
を
凝
ら
す
こ
と
で
、
空
海
の
考
え
る
真
言

七
祖
を
教
義
的
に
も
視
覚
的
に
も
表
そ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
嵯
峨
天
皇
が
揮
毫
し
た
可
能
性
と
そ
の
意
義
で
あ
る
。
先
に
も
述

べ
た
通
り
、
請
来
像
と
龍
猛
、
龍
智
像
で
は
名
号
の
書
写
姿
勢
に
根
本
的
な
違

い
が
認
め
ら
れ
、
龍
猛
、
龍
智
像
の
名
号
の
筆
者
が
空
海
で
は
な
い
可
能
性
が

高
い
こ
と
が
、
よ
り
明
ら
か
と
な
っ
た
。
龍
猛
、
龍
智
像
の
名
号
は
空
海
の
指

示
に
よ
っ
て
新
し
く
作
ら
れ
た
飛
白
体
用
の
筆
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
可
能
性
が

あ
り
、
そ
の
未
だ
使
い
慣
れ
て
い
な
い
様
子
な
ど
も
、
嵯
峨
天
皇
に
よ
る
揮
毫

を
想
像
さ
せ
る
点
と
な
っ
て
い
る
。
名
号
の
飛
白
体
が
中
国
で
皇
帝
の
書
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
空
海
が
飛
白
体
で
書
か
れ
た
請
来
品
を
嵯
峨

天
皇
に
献
上
し
て
い
た
こ
と
に
加
え
、
空
海
が
嵯
峨
天
皇
に
対
し
、
書
と
皇
帝
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の
密
接
な
関
係
と
雑
体
書
法
に
よ
る
護
国
思
想
の
イ
メ
ー
ジ
を
強
く
主
張
し
て

い
る
様
子
を
考
慮
す
れ
ば
、
龍
猛
、
龍
智
像
の
名
号
が
嵯
峨
天
皇
に
よ
っ
て
揮

毫
さ
れ
た
可
能
性
は
妥
当
性
を
帯
び
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

19

註
一	

　
「
仏
像
等

	

　

大
毘
盧
遮
那
大
悲
胎
蔵
曼
荼
羅
一
鋪
、
七
幅
一
丈
六
尺

	

　

大
悲
胎
蔵
法
曼
荼
羅
一
鋪

	

　

大
悲
胎
蔵
三
昧
耶
略
曼
荼
羅
一
鋪
、
三
幅

	

　

金
剛
界
九
会
曼
荼
羅
一
鋪
、
七
幅
一
丈
六
尺

	

　

金
剛
界
八
十
一
尊
大
曼
荼
羅
一
鋪
、
三
幅

	

　

金
剛
智
阿
闍
梨
影
一
鋪
、
三
幅

	

　

善
無
畏
三
蔵
影
一
鋪
、
三
幅

	

　

大
広
智
阿
闍
梨
影
一
鋪
、
三
幅

	

　

青
龍
寺
恵
果
阿
闍
梨
影
一
鋪
、
三
鋪
、
親
付
阿
闍
梨
那

	

　

一
行
禅
師
影
一
鋪
、
三
幅

	

　

右
、
仏
菩
薩
金
剛
諸
天
等
像
並
伝
法
阿
闍
梨
等
影
十
鋪
」（『
請
来
目
録
』）。

二	�
「

得
入
大
唐
。
儻
遇
導
師
。
図
得
此
両
部
大
曼
荼
羅
。
兼
学
諸
尊
真
言
印
契
等
。
従
爾

已
還
。
年
過
三
六
。
絹
破
彩
落
。
尊
容
欲
化
。
顧
後
学
而
興
歎
。
悲
群
生
之
無
福
。
於

焉
諸
仏
照
膽
。
一
天
感
誠
。
后
妃
随
喜
。
震
卦
亦
応
。
三
台
竭
心
。
衆
人
効
力
。
謹
従

二
弘
仁
十
二
年
四
月
三
日
一
起
首
、
至
二
八
月
盡
一
、
奉
レ
圖
二
大
悲
胎
蔵
曼
荼
羅
一
鋪
八

幅
、
金
剛
界
大
曼
荼
羅
一
鋪
九
幅
、
五
大
虚
空
蔵
菩
薩
、
五
忿
怒
尊
、
金
剛
薩
埵
、
仏

母
明
王
各
四
幅
一
丈
、
十
大
護
天
王
、
蘗
嚕
拏
天
像
、
龍
猛
菩
薩
、
龍
智
菩
薩
眞
影
等
、

都
二
十
六
鋪
一
。
取
二
九
月
七
日
一
。
聊
設
二
香
華
一
。
供-

二
養
曼
荼
一
。」（「
奉
為
四
恩
造

二
部
大
曼
荼
羅
願
文
」『
性
霊
集
』
巻
第
七
）。

三	�
　

�

西
本
昌
弘
「
空
海
請
来
祖
師
像
の
受
容
と
展
開
」（『
中
国
文
化
の
伝
播
と
変
容
』
関

西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
、
二
〇
〇
七
年
）、
阿
部
龍
一
「
平
安
初
期
天
皇
の
政
権

交
代
と
灌
頂
儀
礼
」（『
奈
良
・
南
都
仏
教
の
伝
統
と
革
新
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
〇

年
）。

四	�
　

中
島
博
解
説
『
東
寺
の
歴
史
と
美
術
』
東
京
美
術
、
一
九
九
六
年
、
四
四
六
頁
。

五	�
『

真
言
七
祖
像
』
行
状
文
と
本
文
が
一
致
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
た
め
に
撰
文
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

六	�
　

註
二
史
料
参
照
。

七	�


中
島
氏
は
、「
真
言
密
教
の
相
承
系
譜
を
肖
像
の
連
作
と
し
た
例
が
、
善
無
畏
、
一

行
像
の
単
独
に
描
か
れ
た
も
の
に
限
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
空
海
に
与
え
ら
れ
た
五
祖

像
の
制
作
に
あ
た
っ
て
は
、
恵
果
以
降
が
強
く
反
映
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
」
と

述
べ
る
（
註
四
中
島
博
氏
解
説
）。

八	�


瀧
精
一
「
東
寺
真
言
七
祖
像
画
像
の
研
究
」（『
國
華
』
三
四
四
・
三
四
五
、一
九
一
九

年
）。

九	�


内
藤
乾
吉
「
七
祖
像
賛
」（『
書
道
全
集
』
十
一
解
説
、
平
凡
社
、
一
九
五
五
年
）。

一
〇	�



飯
島
春
敬
「
空
海
筆
の
風
信
帖
と
七
祖
讃
」（『
日
本
書
道
体
系
』
二
、
講
談
社
、

一
九
七
一
年
）。

一
一	�



中
田
勇
次
郎
「
真
言
七
祖
像
賛
并
行
状
文
の
書
」（『
弘
法
大
師
真
蹟
集
成
』
解
説
、

法
蔵
館
、
一
九
七
四
年
）。

一
二	�



飯
島
太
千
雄
「
真
言
七
祖
像
研
究
（
二
）
行
状
文
」（『
墨
美
』
二
八
五
、一
九
七
八

年
）。

一
三	�　

註
三
西
本
昌
弘
氏
論
文
。

一
四	�　

註
十
一
中
田
勇
次
郎
氏
論
文
。

一
五	�


嵯
峨
天
皇
『
光
定
戒
牒
』（
弘
仁
十
四
年
〈
八
二
三
〉、
京
都
・
延
暦
寺
）、『
哭
澄
上

人
詩
』（
弘
仁
十
三
年
〈
八
二
二
〉、
個
人
蔵
）、
伝
高
枝
王
『
河
嶽
英
霊
集
断
簡
』（
平
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安
時
代
・
九
世
紀
）
な
ど
。

一
六	�



内
藤
乾
吉
「
七
祖
像
賛
」（『
書
道
全
集
』
十
一
解
説
、
平
凡
社
、
一
九
九
五
年
）。

但
し
、
内
藤
氏
は
一
行
、
不
空
、
恵
果
は
空
海
の
筆
、
龍
猛
、
龍
智
、
善
無
畏
に
つ

い
て
は
別
人
の
手
に
な
る
と
述
べ
て
い
る
。

一
七	�　

註
四
中
島
博
氏
解
説
。

一
八	�　

註
三
阿
部
龍
一
氏
論
文
。

一
九	�　

註
三
阿
部
龍
一
氏
論
文
。

二
〇	�　

註
三
阿
部
龍
一
氏
論
文
、
一
一
八–

九
頁
。

二
一	�　

註
三
阿
部
龍
一
氏
論
文
、
一
○
五
頁
。

二
二	�

『
東
大
寺
続
要
録
』
諸
院
編
の
真
言
院
の
項
に
は
、「
忽
に
五
間
四
面
の
灌
頂
堂
を
建

つ
。
両
部
九
幅
之
曼
荼
羅
を
安
ぜ
し
む
」（『
東
大
寺
続
要
録
』
国
書
刊
行
会
、

一
九
八
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

二
三	�

「
灌
頂
院
は
已
に
上
皇
の
御
願
の
た
め
に
こ
れ
を
建
立
し
、
弘
仁
十
三
年
太
上
天
皇
、

三
昧
耶
の
禁
を
受
け
入
壇
し
灌
頂
を
受
け
た
ま
ふ
」（『
続
群
書
類
従
』
二
十
七
輯
下
、

七
四
九
頁
上
）。

二
四	�　

註
三
阿
部
龍
一
氏
論
文
、
一
○
○
頁
。

二
五	�　

註
二
史
料
参
照
。

二
六	�　

註
三
阿
部
龍
一
氏
論
文
。

二
七	�

「
唐
安
寺
。
塔
下
に
尹
琳
・
李
真
の
画
あ
り
。」「
資
聖
寺
。（
中
略
）
北
円
塔
下
に
李

真
・
尹
琳
は
絹
に
菩
薩
を
画
く
。」「
興
唐
寺
。（
中
略
）
西
院
に
韓
幹
は
一
行
大
師

の
真
を
画
く
。
徐
浩
、
讃
を
書
す
。」「
千
福
寺
。（
中
略
）
西
塔
院
。
玄
宗
皇
帝
の

題
額
あ
り
。
北
廊
の
堂
内
に
南
嶽
智
・
思
大
禅
師
・
法
華
七
祖
及
び
弟
子
の
影
あ
り
。

弟
子
の
寿
王
主
薄
韓
幹
、
敬
み
て
貌
す
。
遺
伝
弟
子
の
沙
門
飛
錫
、
頌
を
撰
し
幷
に

書
す
。」「
西
明
寺
。（
中
略
）
東
廊
の
東
面
第
一
間
の
伝
法
者
図
の
讃
は
褚
遂
良
の

書
な
り
。
第
三
間
の
利
防
等
、
第
四
間
の
曇
柯
迦
羅
は
幷
に
欧
陽
通
の
書
な
り
。」

（
以
上
抜
粋
、
書
き
下
し
は
長
廣
敏
雄
『
東
洋
文
庫
三
○
五　

歴
代
名
画
記
』〈
平
凡

社
、
一
九
七
七
年
〉
に
よ
る
）。

二
八	�

「
雑
体
書
」
と
は
、
一
般
に
五
体
（
篆
・
隷
・
楷
・
行
・
草
）
以
外
の
書
体
を
指
し
、

装
飾
文
字
の
一
部
又
は
総
称
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
空
海
の
書
に
関
す
る

研
究
で
は
、
特
に
、
文
字
の
点
画
を
森
羅
万
象
に
象
っ
た
象
形
的
な
書
法
を
指
す
。

二
九	�



以
下
の
註
二
九
～
三
二
は
、
該
当
す
る
先
行
研
究
の
要
約
及
び
抜
粋
で
あ
る
。
中
田

勇
次
郎
：「『
書
譜
（
御
物
本
）』
と
書
式
、
筆
法
が
よ
く
似
て
い
る
。
同
一
筆
者
か
。

『
書
譜
』
と
比
べ
て
行
状
文
に
は
雑
体
書
法
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
不
空
・
一

行
、
恵
果
の
行
状
文
と
も
同
筆
と
み
な
せ
る
要
素
が
あ
り
、
ま
た
『
風
信
帖
』
と
も

通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る
」（
註
十
一
中
田
勇
次
郎
氏
論
文
）。

	�


飯
島
太
千
雄
：「『
金
剛
般
若
経
開
題
』
の
側
筆
法
に
共
通
す
る
。
雑
体
書
法
。
基
調

は
章
草
」（
註
十
二
飯
島
太
千
雄
氏
論
文
）。

三
〇	�



飯
島
太
千
雄
：「
草
体
が
中
心
。
雑
体
書
を
現
す
。
基
調
は
章
草
。『
崔
子
玉
座
右

銘
』
と
同
一
の
書
法
が
み
ら
れ
る
」（
註
十
二
飯
島
太
千
雄
氏
論
文
）。

	�


駒
井
鷲
静
：「
雑
体
書
の
草
書
。『
十
喩
詩
跋
尾
』
や
『
益
田
池
碑
銘
』
と
比
較
す
る

と
、
類
似
す
る
部
分
が
各
所
に
あ
る
」（『
空
海
の
書
論
と
作
品
』
雄
山
閣
、

一
九
八
四
年
）。

三
一	�



中
田
勇
次
郎
：「
不
空
、
一
行
、
恵
果
は
同
筆
で
あ
る
。
草
体
を
主
と
し
て
、
な
か

に
時
に
隷
法
の
み
ら
れ
る
文
字
も
あ
る
。『
書
譜
（
御
物
本
）』
が
も
っ
と
も
こ
れ
と

近
い
。
末
尾
の
十
行
ば
か
り
の
部
分
は
『
昇
仙
大
師
碑
』
と
か
な
り
似
通
う
と
こ
ろ

が
あ
る
」（
註
十
一
中
田
勇
次
郎
氏
論
文
）。

	�


飯
島
太
千
雄
：「
楷
書
、
行
書
、
草
書
に
隷
書
を
加
え
た
破
体
表
現
。
章
草
。
全
体

の
構
成
が
隷
法
に
基
づ
い
て
い
る
」（
註
十
二
飯
島
太
千
雄
氏
論
文
）。

	�


駒
井
鷲
静
：「
随
所
に
特
異
な
書
法
が
み
ら
れ
る
。
末
尾
の
六
行
は
雑
体
的
章
草
に

変
化
し
て
い
る
。
則
天
武
后
の
『
昇
仙
大
師
碑
』
に
類
似
し
て
お
り
、
特
に
注
目
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
」（
註
三
○
駒
井
鷲
静
氏
著
書
）。



─  75  ─

東寺所蔵『真言七祖像』の再検討　―― その名号及び行状文の執筆者をめぐる問題について ――21

三
二	�



中
田
勇
次
郎
：「
不
空
、
一
行
、
恵
果
は
同
筆
で
あ
る
。
草
体
を
主
と
し
て
、
な
か

に
時
に
隷
法
の
み
ら
れ
る
文
字
も
あ
る
。『
書
譜
（
御
物
本
）』
が
も
っ
と
も
こ
れ
と

近
い
」（
註
十
一
中
田
勇
次
郎
氏
論
文
）。

	�


飯
島
太
千
雄
：「
行
草
混
じ
り
で
『
書
譜
（
御
物
本
）』
に
最
も
近
似
す
る
。
草
書
に

は
、
や
は
り
章
草
的
な
筆
法
を
現
し
た
も
の
を
散
見
す
る
」（
註
十
二
飯
島
太
千
雄

氏
論
文
）。

三
三	�



拙
稿
「
嵯
峨
天
皇
と
書
―
空
海
の
書
道
観
と
嵯
峨
天
皇
の
書
表
現
に
つ
い
て
」『
組

織
論
―
制
作
し
た
人
々
〈
仏
教
美
術
論
集
六
〉』（
竹
林
舎
、
二
〇
一
六
年
）。

三
四	�



飯
島
太
千
雄
「
真
言
七
祖
像
研
究
（
一
）
名
号
・
題
讃
」（『
墨
美
』

二
八
三
、一
九
七
八
年
）。

三
五	

�

飛
白
体
の
筆
順
に
つ
い
て
は
、
岡
本
光
平
「
空
海
の
飛
白
体
「
真
言
七
祖
像
賛
」
の

筆
順
精
査
―
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
す
る
書
体
の
独
創
」（『
墨
』
一
六
一
号
、
二
〇
〇
三

年
）
を
参
考
と
し
た
。

三
六	

�

飯
島
太
千
雄
氏
は
、
一
行
の
書
を
「
一
行
書
」、
恵
果
の
書
を
「
左
行
書
」
と
呼
ば

れ
る
書
法
と
み
て
い
る
（
註
三
十
四
飯
島
太
千
雄
氏
論
文
）。
ま
た
、
こ
の
肉
太
な

書
法
に
つ
い
て
は
、
顔
真
卿
と
同
時
代
の
人
物
で
あ
る
蘇
霊
之
の
書
法
に
近
い
と
も

指
摘
さ
れ
て
い
る
（
飯
島
太
千
雄
『
若
き
空
海
の
実
像
』〈
大
法
輪
閣
、
二
〇
〇
九
年
、

二
四
九
頁
〉）。

三
七	　

註
三
四
飯
島
太
千
雄
氏
論
文
、
参
考
。

三
八	　

註
三
阿
部
龍
一
氏
論
文
、
一
一
九–

一
二
二
頁
。

三
九	　

註
三
三
拙
稿
。

四
〇	�
「
沙
門
空
海
言
。
空
海
聞
、
帝
道
感
レ
天
、
則
秘
録
必
顕
、
皇
風
動
レ
地
、
則
霊
文
聿

興
、
故
能
龍
卦
龜
文
、
待
二
黄
犠
一
以
標
レ
用
、
鳳
字
虎
字
、
候
二
白
姫
一
似
呈
レ
體
。 

於
焉
結
レ
縄
廃
而
三
墳
燦
爛
、
刻
レ
木
寝
以
五
典
鬱
興
、
明
皇
因
レ
之
而
弘
レ
風
揚
レ
化
、

蒼
生
仰
レ
之
而
知
レ
往
察
レ
来
、
不
レ
出
二
戸
庭
一
、
萬
里
對
レ
目
、
不
レ
因
二
聖
智
一
、三

才
窮
レ
數
、
稽
レ
古
温
レ
故
、
自
レ
我
垂
レ
範
、
非
レ
書
而
何
矣
、
況
復
悉
曇
之
妙
章
、

梵
書
之
字
母
、
體
凝
二
先
佛
一
、
理
含
二
種
智
一
、
字
絡
二
生
終
一
、
用
断
二
群
迷
一
、
所

以
三
世
覚
満
、
尊
而
為
レ
師
、
十
方
薩
埵
、
重
逾
二
身
命
一
、
満
界
之
寶
、
半
偈
難
レ

報
、
累
劫
之
障
、
一
念
易
レ
断
、
文
字
之
義
用
、
大
哉
遠
哉
、（
中
略
）。
常
住
之
字
、

加-

二
持
不
壊
之
體
一
、
遂
古
之
民
、
撃-

二
耕
于
今
辰
一
矣
」（「
献
梵
字
幷
雑
文
表
」『
性

霊
集
』
巻
四
）。

四
一	�



高
野
山
・
釈
迦
文
院
に
平
安
時
代
中
期
～
後
期
の
作
と
さ
れ
る
模
本
が
、
京
都
・
東

寺
に
室
町
時
代
（
十
五
世
紀
）
の
模
本
が
伝
わ
る
。

四
二	�

「
希
夷
象
帝
、
丨
一
未
レ
萌
、
盤
古
不
レ
出
、
國
常
无
レ
生
、
元
氣
倏
動
、
葦
牙
乍
驚
、

八
風
扇
鼓
、
五
才
縦
横
其
一
、
日
月
運
轉
、
山
河
錯
峙
、
千
名
森
羅
、
萬
物
雑
起
、
藤

膚
既
隠
、
稷
秔
爰
始
、
天
地
人
池
、
灑
霑
功
似
其
二
、
前
堯
後
禹
、
慮
厚
恤
レ
人
、
智

略
廣
運
、
慈
悲
且
仁
、
機
事
不
レ
測
、
成
レ
功
若
レ
神
、
潤
レ
物
如
レ
雨
、
栄
レ
人
似
レ
春

其
三
、
綸
綍
雷
振
、
有
司
創
レ
功
、
紀
藤
薙
レ
草
、
果
績
圓
豊
、
伴
相
施
レ
計
、
原
守
在

レ
公
、
良
才
奇
術
、
民
具
靡
レ
風
其
四
、
爰
有
二
一
坎
一
、
其
名
益
田
、
掘
レ
之
人
力
、
成

也
自
レ
天
、
車
馬
霧
聚
、
男
女
雲
連
、
帰
来
似
レ
子
、
畢
レ
功
不
レ
年
其
五
、
深
而
且
廣
、

鏡
徹
紺
色
、
滉
瀁
渺
瀰
、
瞻
望
岡
レ
極
、
百
渓
之
宗
、
萬
派
之
職
、
魚
鳥
涵
泳
、
虬

龍
斯
匿
其
六
、
畎
澮
汎
溢
、
甾
畬
播
殖
、
孳
々
我
藝
、
穟
々
我
穡
、
如
レ
坻
如
レ
京
、

足
レ

兵
足
レ

食
、
井
田
我
事
、
堯
帝
何
力
其
七

天
長
二
年
、
在
歳
大
荒
落
、
玄
月

二
十
五
日
、
之
池
□
上
建
」（『
益
田
池
碑
銘
』）。
註
三
三
及
び
拙
稿
「
空
海
の
雑
体

書
―
空
海
風
の
書
の
成
立
と
そ
の
継
承
―
」（『
美
術
史
』
一
八
四
、二
〇
一
九
年
）

参
照
。

四
三	�



塚
本
麿
充
氏
は
、
宋
の
三
皇
帝
（
太
宗
・
真
宗
・
仁
宗
）
は
み
な
飛
白
を
よ
く
し
、

そ
れ
は
唐
代
か
ら
続
く
皇
帝
を
表
象
す
る
機
能
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を

指
摘
し
た
上
で
、「
日
本
で
は
空
海
に
よ
っ
て
飛
白
書
は
嵯
峨
天
皇
に
伝
え
ら
れ
る
が
、

こ
の
背
景
に
は
大
陸
で
、
飛
白
が
皇
帝
の
書
と
し
て
の
意
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
と

関
係
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
塚
本
麿
充
「
宋
代
皇
帝
御
書
の
機
能
と
社
会
―
孝

宗
「
太
白
名
山
碑
」（
東
福
寺
蔵
）
を
め
ぐ
っ
て
」〈『
美
術
史
論
集
』
七
、
神
戸
大

学
美
術
史
研
究
会
、
二
〇
〇
七
年
〉
十
一
頁
）。
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四
四	�

「
遷
化
之
日
、
玄
宗
皇
帝
自
親
製
二
碑
銘
一
並
書
二
石
上
一
」（
一
行
禅
師
伝
『
略
付
法

伝
』）「
広
徳
元
年
歳
次
癸
卯
十
一
月
十
四
日
和
上
奏
為
レ
国
置
二
灌
頂
道
場
一
、（
中
略
）

奉
状
陳
請
以
聞
、
天
恩
○
許
請
降
二
墨
勅
一　

依
」（
不
空
伝
『
広
付
法
伝
』）「
大
歴
七

年
正
月
二
十
七
日
、
有
二
墨
制
一
特
許
所
レ
譯
経
流
二
行
天
下
一
」（
不
空
伝
『
広
付
法
伝
』）、

「
爾
時
和
上
上
表
陳
情
、
聖
恩
垂
レ
涕
旋
降
所
レ
請
皆
依
」（
不
空
伝
『
広
付
法
伝
』）。

【
図
版
出
典
】

・「
大
和
州
益
田
池
碑
銘
」（『
墨
美
』
一
三
八
、一
九
六
四
年
）

・『
書
道
芸
術
』
十
二
（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
〇
年
）

・『
弘
法
大
師
真
蹟
集
成
』（
法
蔵
館
、
一
九
七
三–

一
九
七
九
年
）

・「
真
言
七
祖
像
研
究
（
一
）
名
号
・
題
讃
」（『
墨
美
』
二
八
三
、一
九
七
八
年
）

・「
真
言
七
祖
像
研
究
（
二
）
行
状
文
」（『
墨
美
』
二
八
五
、一
九
七
八
年
）

・『
空
海
と
密
教
美
術
』（
東
京
国
立
博
物
館
、
二
〇
一
一
年
）

【
付
記
】

　

本
稿
は
、
第
六
九
回
美
術
史
学
科
全
国
大
会
（
於
、
筑
波
大
学
）
に
て
行
っ
た
口
頭
発
表

の
内
容
の
一
部
で
す
。
な
お
、『
美
術
史
』
第
一
八
一
冊
掲
載
の
当
発
表
の
要
旨
に
つ
き
ま
し

て
は
、
実
際
の
発
表
内
容
と
異
な
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
を
お
か
り
し
て
、
訂
正
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。




